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秋が深まり、夜の寒さが強まってきました。プロ研通信第11号では、10月18日(水)に開催されました

Ｗ小学校の校内研究会の様子をお伝えします。 

授業者のＡ先生と研修推進委員および高学年部の先生方は、夏季休業期間からこの日までに、複数

回の指導案検討会や事前授業を通して学びを進めてこられました。そんな学びの詰まった研究授業を通

して、参観者の先生方が校内研究を自分事と捉えて学びを進めておられる様子をお伝えします。 

 ８月17日(木)、夏季休業中に今回の研究授業に向けての第１回指導案検討会が行われました。

参加者は、高学年部(５・６年生の学級担任と特別支援学級の担任)の先生方、５名でした。 

W小学校の研究の窓口となる教科は算数科であり、研究の副題に書かれている通り「日常生活

と算数をつなぐ」ことを通した子どもの育成を大切にされています。そのことを踏まえ、授業者

のA先生が提案されたのは、第６学年算数科「およその面積や体積」の授業でした。日常生活にお

いて、私たちが概数を多くの場面で使っていることを考えると、単元を通して子どもたちの生活

と算数科の学習をつなげることができそうです。 

指導案検討会が始まると、A先生は以下の３点の検討事項を挙げられました。 

①「大昔に地球の裏側に巨大な隕石が衝突し、そ

の衝撃で琵琶湖が飛び出したことでできた島

が淡路島である」という「琵琶湖と淡路島の伝

説」を検証する課題の設定は子どもの主体性を

引き出すものになっているか。 

②１時間の授業の中で琵琶湖と淡路島、両方のお

よその面積を求める授業展開にすると時間が

足りなくなるのではないか。

③琵琶湖と淡路島の「およその面積」を求め、そ

の後どのように授業を締めくくればよいか。

Ｗ小学校 

校内研究全体会概要
注目ポイント 

・授業検討会を通したＡ先生(授業者)の学び
・教員一人ひとりが自分事と捉える校内研究
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Ｗ小学校 研究主題 

自ら考え、表現できる子どもの育成をめざして 

～日常生活と算数をつなぐ授業展開の工夫～ 

琵琶湖と淡路島 



指導案検討会の中で出された意見を３点の検討内容に照らして整理しました。 

①課題について 

・全国学力・学習状況調査の児童質問紙の結

果、「(51)算数の勉強は好きだ」の項目はポ

イントが低かったが、「(52)算数の勉強は大

切だ」の項目はポイントが高かった。子ども

たちにとって、算数科の学習は好きではな

いが大切だと思える学習だ。だからこそ、子

どもたちがやってみたいと思える課題は大

切だと思う。 

・「伝説」というキーワードもあり、子どもた

ちの興味・関心を引くことはできそうだ。 

②授業展開と時間配分について 

・琵琶湖のおよその面積を全員で求めることで求め方を身に付け、淡路島のおよその面積は適応

問題として出題してはどうか。 

・１時間目はおよその面積の求め方に重点を置き、２時間目で伝説の検証問題に取り組んではど

うか。 

・一人で二つの面積を求める必要はないのではないか。 

・計算でのつまずきを減らすことと時間短縮のために電卓を用意してはどうか。 

③授業の締めくくり方について 

・子どもたちに付けたい力を明確にする必要がある。これまでの学習を生かしておよその面積を

求めることが目標であり、伝説の真偽を確かめることが目標ではない。 

・本時のまとめを「およその面積を求めるためには～」のようにしたいから、そうなるように授

業を組み立てていく必要がある。 

その他 

・およその面積の有用性を子どもたちが気付けるようにしたい。 

・他社の教科書も参考にして課題を検討してみではどうか。 

 

 

 

 

 

 10月12日(木)に研究授業に向けての事

前授業と事後検討会が、高学年部の先生

方に加え、研修推進委員の先生方の９名

で行われました。事前授業は授業者が担

任を務める学級とは異なる学級で行われ

ました。事後検討会では、授業中の子ど

もの学びの姿から協議を進めることがで

きるように授業のビデオが用意され、机上には子どもたちがグループ活動で用いたワークシート

とホワイトボードが準備されていました。 

研究員 島内
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 子どもたちが主体的に学習に取り組むことができるように考えられた指
導案を学年部の先生方が様々な視点から検討されていました。その様子か
ら、A先生の個別最適な学びを支える協働的な学びの場は、他の先生方の個
別最適な学びの場にもなっていると感じました！ 

事前授業と事後検討会

第１回指導案検討会の様子 

事前授業後の検討会の様子 



以下、検討されたことの一部を授業の場面ごとに整理しました。 

導
入 

・「琵琶湖と淡路島の伝説」の導入はよかった！子どもたちの思考がスムーズに本時の

課題に向かった。スクリーンではなく、大型モニターで提示すればさらによいと思

う。 

・このやり取り(下枠内)から「およそ」の考え方につなげていくことができればよかっ

た。子どものつぶやきを拾い、広げることができれば本時のねらいにつながった。 

 
 
 
 
 
 
 

自
力
解
決
に 

入
る
ま
で 

・子どもたちが、問題を自力で解決するための道筋を十分にもてないまま自力解決の

時間に入ってしまった。その結果、子どもたちの手が止まった。自力解決の時間に入

るまでにもう一段階ステップが必要だ。 

  →子どもたちから出てきた求め方を板書に残せばよかったのではないか。 

板書を手掛かりに自力解決に向かえた子もきっといるはず。 

・教師がどこまで自力解決に向けてのヒントを与えるべきなのかわからない。 

  →求め方のヒントは子どもたちから出せるようにしたい。 

自
力
解
決 

・琵琶湖と淡路島のどちらか一方を自分で選

択して面積を求めるのはよかったと思う。 

・１マス(縦５km、横５km)で25㎢だというこ

とに気付けていない子が多かった(図１)。 

・子どもたちは、およその面積を求める場合

でも土地を切り捨ててはいけないと考え

ていることが分かった。だから、大きく囲

みすぎていた(図２)。 

  →非常に多くの子どもが迷っていた。 

子どもたちと、目的に合わせて切り 

捨ててよいかを考えたい。 

・ヒントカードはあった方がいいが、全員に

渡すのではなく困っている子に対して渡

すものにしないと、思考の誘導になってし

まう。 

 

 

グ
ル
ー
プ 

活
動 

・グループ作りにかかる時間を短縮できないか。 

・グループ活動の手順がわかるような工夫があるとよい。活動が停滞しているグルー

プが見られた。 

  →大型モニターに活動手順を示しておくとよい。 

全
体
交
流 

ま
と
め 

・最後に琵琶湖と淡路島の正確な面積を伝えることで、「およその面積」であっても、

ある程度精度を高く求める必要があることに気付かせることができる。それが次時

のめあてにつながらないか。 

Ｔ ：琵琶湖と淡路島の面積求められる？ 

Ｃ１：求められへんやん！ 

Ｔ ：どうして？ 

Ｃ１：だって線がぐにゃぐにゃやもん。 

Ｃ２：(小声で)四角形に置き換えたらええんちゃう？ 

 

5km 

5km 

図１ 提示された課題（琵琶湖） 

図２ 琵琶湖を全て囲んだ考え方 



 10月18日(水)５校時に、Ａ先生が担任する

学級で研究授業が行われました。 

 検討を重ね、学んでこられたことを生かし、

本時の授業でＡ先生が実践された内容は以下

の通りです。 

 

導
入 

・「琵琶湖と淡路島の伝説」を、プレゼンテーションソフトを活用して大型モニターで

提示 

→短時間でわかりやすく学習活動を伝えることができた。 

自
力
解
決
に 

入
る
ま
で 

・「およその面積」の求め方の整理 

→「マス目を数える」「三角形に見立てて求める」など、子どもの発言から自力解

決の手立てをまとめる。 

→自力解決のヒントをカード化して黒板に貼り付ける。 

・一マスの面積が25㎢であることの確認 

自
力
解
決 

・電卓の使用 

→全員が使える数の電卓を用意しておき、子どもが必要に応じて取りに来る。 

・ヒントカードの配付 

→求積の公式をカードにして、公式でつまずいている子どもに配付する。 

グ
ル
ー
プ 

活
動 

・グループづくり 

→自力解決の進み具合や方法などからグループを作る。 

・大型モニターの活用 

  →グループ活動の進め方の例を示す。 

全
体
交
流 

ま
と
め 

・授業の締めくくり 

→子どもたちが求めた「およその面積」と正確な面積を比べ、誤差が少ない求め方に

ついて考える時間を取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究協議会は、先生方の授業改善に関する課題を基に「支援の仕方」「板書の工夫」「発問、声

掛けの工夫」「交流が活発になる条件の設定や手立て」の四つのグループに分かれて行われました。 

 

 

 

 

 

 

教師の学びを生かした研究

研究協議会の様子 

 

 夏季休業中に構想された授業を、たくさんの学びを生かして何度も再考し
てこられたことがとてもよく分かる授業でした。特に、教師主導の授業か
ら、子どもたちが自分で選択する場面の多い、子ども主導の授業へ舵を切ら
れたことは大きな変容だと思います。 

校内研究会の流れ 

１．授業者・学年より本授業に関わって 
２．質疑応答 
３．グループ協議 
４．全体交流 
５．研究会の振り返り 

協議のポイント 
①研究主題を達成するために、本時の授業展開はどうであっ
たか(御自身の課題にも触れながら)。 

②授業者の課題に沿った視点から見て授業はどうだったか。 

研究授業の様子 



これまでのＷ小学校のグループ協議は、グル

ープごとにテーマを分けるのではなく、全グル

ープが校内研究主題に沿った協議をしていた

そうです。しかしそれではテーマが大きく、内

容が漠然として終わってしまっていたようで

す。 

そこで今回は、視点を絞り具体的に協議がで

きるよう、校内研究主任がＹ小学校で実施した

第６回プロジェクト研究会での学びを生かし、

似た課題意識をもつグループでの協議を設定

されました。 

 グループ協議では「グループ協議メモ」(図

３)を活用し、「①研究主題のための、授業展

開はどうであったか(個人の課題にも触れなが

ら)」「②授業者の課題についてどうだった

か」の２点について協議が行われました。 

  

 

 

 

以下に、グループ協議の一部を紹介します。 

※「交流が活発になる条件の設定や手立て」グループでの発言の内容を研究員が整理して作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図３ 研究協議で使用された 
   「グループ協議メモ」 

 事前授業の時にも感じたことですが、W小学校の先生方は子どもの学びの
姿から授業について語ることが当たり前になっています。その素地に、テー
マを設定したグループ協議が加わることで、より具体的な学びの姿から協議
が進められていました。 

Ｂ先生：子どもたちから出された自力解決のヒントを、カード化して黒板に貼り付けること
は有効だった。事前授業の時よりも子どもの手は止まらなかったし、ほとんどの子
どもたちが求め方を図に示せていた。 

Ｃ先生：しかし、それによって考え方が誘導されてしまったような印象も受けた。もう少し
多様な考え方が見られてもよかったように思う。きっとそれが活発な交流につなが
ると思う。 

授業者の課題 

交流が活発になる条件の設定や手立て 

ａ児：私、ｂさんの考え方の方がいいと思う。 
ｂ児：なんで？ 
ａ児：三角形の大きさは一緒やけど、ｂさんの方が余白少ないもん。 
ｂ児：そう言われればそんな気もするな。 

ａ児とｂ児は琵琶湖を三角形に見立てて面積を求めていた。それぞれが見立てた三角形の
大きさは同じであったが、線を引いている場所が異なった。グループで一つの考えにまとめ
る時に、次のようなやり取りがされていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 このやり取りを聞いていて思ったのだが、子どもたち同士で「なぜ」を問うことが活発な
交流につながるのかなと考えた。そのためには相手の話を聞いて、自分の考えと比べること
も必要だと思う。 



 

 

＜Ａ先生へのインタビュー＞ 

＜質問①＞ 

御自身の課題を具体的に教えてください。 

子どもの学ぶ姿を具体的に想定して授業づくりをすること
ができていません。目の前にいる子どもたちに合った指導を
していかなくてはいけないと思っていますが、それがなかな
かできていないというのが私にとっての大きな課題です。 

＜質問②＞ 

研究授業を通してどのような学びを得られましたか。 
授業中は子どもを困らせたくなかったので、たくさん授業

に向けて準備をしてきたつもりでした。しかし、それでも子
どもの思考が止まってしまうことがありました。きっとそれ
は、子どもの思考と私の支援の差が生み出したもので、その
差についてもっと考えて準備をしていけるとよいと思います。例えば、完全に手が止まっていた
子やこちらが想定していなかった既習図形を描きはじめた子もいました。自力解決の時間を取る
までに、子どもたち全員が見通しをもって自力解決に臨めるように授業を展開すればよかったな
と思っています。また、発問は自分自身の焦りから何度も問い直してしまっていたので、子ども
たちに伝えたいことを精選していかなければいけないと思いました。 

＜質問③＞御自身の課題に向かって今後、どのように学びを進めていこうと考えていますか。 
今回の研究授業では、グループ活動を活性化させたいと思い、子どもたちの考えを基にしたグ

ループづくりに挑戦してみました。このグループづくりは初めて挑戦したこともあり、よかった
点も改善点も含めて、算数科だけでなく他教科の授業でも生かしてよりよい手立てにしていきた
いと思います。 

＜質問④＞校内研究を自分事として取り組めていますか。 
過去にも研究授業をしたことはあるのですが、正直なところすごく嫌でした。研究授業を考え、

「私は○○○のようにしようと思っています」と伝えると、「いや、それは×××のようにした方
がいいよ」と言われることありますよね。これまでは、それが私を否定しているように感じてい
ました。でも、今回の研究授業は楽しいと思えたことが多かったです。「こうやりたい」という思
いがあり、それに賛同してくださる先生方がいたからです。試行錯誤しながら授業づくりを進め、
隣の学級で事前授業をさせていただき、改善すべき点やよかった点を話し合いながら、次の手立
てを考えることができたことがすごくよい経験になりました。 

＜Ｄ先生へのインタビュー＞ 

＜質問①＞御自身の課題を具体的に教えてください。 
板書の仕方、発問の仕方、授業の組み立て方など、いろい

ろ勉強したいと思っています。また、授業中に教師がどこま
で支援をし、子どもたちに任せていくべきかの加減も難しい
と感じています。 

＜質問②＞ 
研究授業を通してどのような学びを得られましたか。 
新しいことにチャレンジすることは大事なことだなと思い

ました。幸せなことに、私の周りにおられる先生方はもった
いぶらずに御自身の経験を教えてくださる先生ばかりです。
今日の協議の中ですと、「活発に交流するためには」というこ
とでお話をしていただきました。その中で「僕はこういうことをしているよ」とか「普段はこう
いうスタイルでやっている」ということをたくさん話していただけました。その中には、私がし

Ｗ小学校の先生へのインタビュー 

Ａ先生 

Ｄ先生 

今回は授業者のＡ先生と、本年度から
Ｗ小学校に赴任されている先生の２名に
インタビューをさせていただきました。 



ていることに似ているものもありました。似ているのなら、さらによくしていくために取り入れ
やすいこともあるなと思いました。その人のまま真似することはできませんが、学んだことを自
分のスタイルの中に取り込むことはできるのではないかと思いました。 

＜質問③＞本日の学びをどのように実践に生かそうと考えていますか。 
すぐに生かせるなと思ったことは、友達の考えを他の子が発表するという手法です。この手法

は以前に少しだけ取り組んだことがあったのですが、私はうまくいかずにすぐやめてしまいまし
た。でも、今日どのように取り組んでおられるか聞くと、友達の考えをそのまま発表するのでは
なく、友達の考えを自分の言葉に置き換えて発表したり、その考えのよいと思ったところまで話
すようにされたりしているとのことでした。これらの工夫を生かして、学級の子どもたちに合っ
た手法を考え、もう一度やってみようと思います。 

＜質問④＞校内研究を自分事して取り組めていますか。 
私は、校内研究を自分事として取り組めていると思います。校内研究の括りがどこまでなのか

曖昧なのですが、私にとっては毎日が学びの連続です。私が困って小さな声で呟いていることを
Ｗ小学校の先生方は拾い上げて一緒に考えてくださいます。そして、やってみようという気持ち
を受け止めてくださいます。だから、やってみようと素直に思えるのがとても楽しいです。子ど
もの変化が見えてくると、自分の方向性に自信をもてるし、楽しいなと思えます。チャレンジし
たことが子どもの反応や変化として返ってくるのが、本当に楽しいです。 

 
 
 

＜質問①＞ 

本日の研究会を振り返り、よかった点と改善していきたい点

を教えてください。 
よかった点は、グループ協議が思っていたよりも盛り上がっ

たところです。今まで、校内研はどちらかというと面倒くさい
とか手間がかかるとか重たいとか…そういう人が多くて、いざ
やってみても、盛り上がるけれども次につながらないことが多
かったように思います。 
また、私はこれまでのプロジェクト研究会の中で「新たな教

師の学びの姿」について学びました。それぞれの教員が研究主
題に沿って個人の課題をもち、みんなが同じことをするのでは
なく、それぞれの課題に沿った学びを進めていけばよいという考え方が自分の中ではインパクト
が大きかったです。Ｙ小学校でグループ協議をされていたのを見て、Ｗ小学校の学校規模は小さ
いけれど、これならできるなと思いました。今日は、教員一人ひとりがもつ課題意識から、協議
の視点ごとにグループ分けをしたことがよかったのかなと思います。 

ただ、改善するとすれば、「今日の授業について」や「これからの取組について」など、協議の
時間を区切って話すことができる時間があれば、先生方がより「自分の学び」としていけるのか
なと思いました。 
今後の校内研究会でも、継続して今日と同じグループで協議をしてみようと思います。その中

で、授業で取り組むことについて具体的な話ができるように研究主任としてコーディネートをし
ていけば、もう少し「校内研究って面白いな」とか、「校内研究で学んだことをやってみようかな」
と思ってもらえるのではないでしょうか。そうやって、校内研究が自分事になっていくのかなと
思っています。校内研究会が、堅苦しい会でなく、「やってよかった」と思える会にしていきたい
なという思いがあります。 

＜質問②＞授業者のＡ先生とＤ先生のインタビューを聞いて思ったことを教えてください。 
自分よりも若手の先生、これから学校の中心となって活躍される先生方が前向きに校内研究を

捉えてくださっていたのが、私にとっての安心材料になりました。そういう先生がおられるので
あれば、これからも校内研究をやっていけると感じました。今日のことを振り返り、次の課題を
もっておられるということで、校内研究を自分事として捉えておられるのだなと感じました。 
 

校内研究主任へのインタビュー 

校内研究主任 



＜質問③＞ 

Ｗ小学校の教員一人ひとりが、校内研究会を自分事として捉えて学ばれている要因は何だと考

えられますか。 
今までの校内研究会でも、協議をするということは同じなのですが、これまでは研究主題に迫

る話合いという方向で協議をしていたので、内容が漠然としていました。テーマが大きすぎて話
の方向性が定まらないまま話していて、まとまらないまま終わってしまうということがありまし
た。だから、似た課題意識をもつ先生同士でグループをつくり、具体的な協議の視点を伝えるこ
とで協議がしやすくなり、自分の学びが実感できるのではないかと思います。 
Ｗ小学校では、放課後に職員室で授業の話や子どもの話をすることが多いです。私から高学年

部の中で積極的に話す機会をもったり、他学年部のところにも話しに行ったりして、職員室内で
みんなが気楽に話し合える雰囲気をつくり出したい
なと思っています。気楽に校内研究に取り組みましょ
うということは常に伝えています。 
また、研究授業の時に使っているサンクスシート

(図４)も要因の一つです。サンクスシートは、授業者
の課題に沿った視点で参観者に見取ったことを書い
てもらうカードです。サンクスシートでは、自分の苦
手だと思っていたことを褒めてもらえることもあり
ます。自分とは異なる視点から授業を見てもらえるの
でよいヒントをもらえます。サンクスシートを書く側
も、授業の感想だけでなくたくさんの気付きを書くこ
とができるようになってきました。そんなシートを渡
すことで、授業者が「授業を提供してよかった」とお
得感をもてるようにしたいと思っています。 

＜質問④＞ 

教員一人ひとりの学びを今後さらに促進するために校内研究としてできることは何だと思いま

すか。 
今年度は、とにかく自分に成果が返ってくる校内研究にしたいという思いがあります。今日の

協議は、先生方一人ひとりの実践に返るものになっていたと思うので今後も続けていきたいです。
自分と似た課題をもっている先生と話すことで、困っていることを相談することもできるし、次
の方向性を見つけることもできます。校内研究を通して学んだことを実際に次の実践につなげて
いくことは本当に大切だと思っています。授業をした人も、参観した人も「この前の校内研究で
勉強したことを基にして、こんなふうにやってみました」ということが言えるといいなと思いま
す。どのようにその実践を共有していけるかまでは考え中なのですが、小規模校の強みの一つは、
情報共有が早くできるということだと思いますし、現状のＷ小学校の雰囲気はそういうことがし
やすいと思っています。それが実現することができれば今以上に自分事になっていくでしょうね。
極端な話、「研究会はいらない。毎日やっているから」までなればすごいですよね。 

 

  

 

 Ｗ小学校の先生方、今回は大変お世話になりました。ありがとうございました。 
研究協議会のはじめに、校長先生から、「今回の授業は終わったが、校内研究は今日で終わりで

はない。研究協議での学びをこれからに生かしてほしい」というお話がありました。やはり、研
修と実践の往還が大切なのだと改めて感じさせられました。 

校内研究主任が、「新たな教師の学びの姿」をは
じめ、校内研究を活性化させるための理論を学ば
れ、実践に生かすために考え続けてきてくださった
成果が明確に表れた校内研究会だったと感じまし
た。まだまだこれから進化していくＷ小学校の校内
研究から目が離せません！ 

Ｗ小学校の校内研究会の参観を終えて、研究員の思い 
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図４ 授業者に手渡される「サンクスシート」 


